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一般質問 QR コードを読み取り、令和６年６月定例会を選択すると一般質問
が視聴できます。

※部長名は、紙面の都合上「 部長 」
で統一して表記しています。

国際交流の成果と評価について
問　年間に 33日間も市長が富士宮市を空ける
こと、須藤市政に入り３都市目の国際都市提携、
スペインも加わり、国際交流は解消が難しく、
慎重にならなければと思うがいかがか。
市長　決して多くも何でもない。当たり前の話。
総合計画を履行している。大変重労働。
問　成果が市にどのように寄与しているか。
部長　市民のシビックプライド醸成に寄与。
問　報告書を見て、成果や展望などが書かれて
いない。学生の交流は台南市は一度もない。市
民レベルの交流も考えられない。市民はどこの
都市が国際交流都市なのか知らない。
行政間の交流の域を超えていない。とても大き
な成果があると私は思わないがいかがか。
教育長　国際交流については、世界中に友だち
がいるのだという施策。アジアを勉強する機会
をこども、社会人に伝えることになった。
意見　議会の８人の修正動議を重く受けとめ、
市民に理解してもらえるようにしてほしい。
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本庁舎清掃業務委託業者の倒産に伴う従業
員の給料未払いについて
問　倒産に伴う市の損失額はいくらか。
部長　市の損失はない。
意見　結果的に従業員が給料未払いという形で
背負ってしまった。いつも立場の弱い人たちに
しわ寄せが来る。自分事として考えてほしい。
問　破産宣告の通知が来て、後任が決まるまで、
誰が清掃をやっていたのか。
部長　後任が決まるまで誰が清掃していたのか
は、雇用関係のある会社とのやり取りになる。
問　いくら民民の契約で市は関与していないと
言っても、そこに愛はあるのか。
副市長　愛ある対応をし、従業員に声掛けした。
しかし、法務、法規の立場でいうと民と民の問
題でそのことに尽きる。
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パートナーシップ宣誓制度について

問　申請する側の立場から考えると、「住民票
の続柄（つづきがら）を縁故者に変更」の項目
を設けた方が良いと考えるが、市の考えを伺う。
部長　今回、議員ご指摘の通り、項目を設ける
ことで宣誓をされる方にわかりやすくなること
から、県のホームページのパートナーシップ宣
誓制度における富士宮市の行政サービス一覧に
項目を追加した。
緊急時用浄水装置の活用について
問　緊急時用浄水装置の訓練について伺う。
部長　特に訓練として行っていない。今後、地
区担当班職員を対象とした資機材取扱訓練の中
で、操作方法等の確認を行う予定。
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宮バス・宮タクを活用してもらう施策について
問　次期富士宮市地域公共交通計画作成につい
て伺う。
部長　今の「宮バス」は循環型になっている。
利用する方の不便性もある。大きなバスでなく、
もう少し小さなワゴンタイプを検討。今の「宮
バス」、「宮タク」とは違う体系を考えている。

市長　あと何年か先には、「宮バス」は残って
いるかどうか、存在しているかどうかというこ
とも分からないような状況である。「宮タク」
主体になりはしないかと思っている。
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